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↑知って得する一口講座「農作物の残

留農薬検査の概要について」の様子

（詳細は裏面に記載） 

 

↑庄内柿の地産地消弁当 

 

↑（仮称）赤笹シャモと赤ねぎの料理 

（材料の説明については裏面に記載） 

 
↑交流会での会食の様子 

 

庄内の地産地消運動も３年目を迎

え、地産地消サポーターも４００名近

い方から登録して頂いております。

地産地消運動をさらに多くの方から

知っていただきたい。庄内の良さを

再発見し、地元農林水産物の豊かさ

を再確認していただきたいということ

で鶴岡のＳモールを会場にして地産

地消フェスティバルが行われまし

た。当日は、天気にも恵まれ多くの

ご来場をいただきありがとうございま

した。 

 
↑五穀豊穣の願いが込められた羽

黒太鼓さんの太鼓演奏 

 
↑台所協奏曲演奏の様子、酒田吹

奏楽団さんによる台所用品を使った

パーカッションとＭＤＣさんによるパ

ントマイムが繰広げられました。 

 
↑遊め組さんの元気あふれる踊り 
 

 

 

 
↑直売所には多くのお客さんでにぎ

わっていました。 

 
↑東京第一ホテル鶴岡古庄総料理

長による実演販売 

 
↑平成 14 年より地産地消運動の一

環として農業、農村への理解向上を

図るため、農家を訪問し、農業への

取り組みや作業状況を見学、体験さ

せていただきました。ご協力をいた

だいた農家の方々の写真パネル展

示を行いました。 

 
↑ジャズピアニスト河野さんによるピ

アノコンサート 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サポーター交流会の詳細 

●知って得する一口講座 

「農作物の残留農薬検査の概要について」 

庄内総合支庁生活衛生課 

技術主査（兼）乳肉衛生管理係長 橋本 健一 

 

 山形県がどのような農薬検査を行っているのかとい

うと、スーパーや市場に行って野菜をいくつか持ってき

て検査をします。スーパーで売っているものが安心な

物なのかを調べます。15 年度は 20 品種の検査をしま

した。検査に要する期間は約２週間で、民間の業者に

頼めば数十万かかります。県では出荷前の農産物と

県内の流通農産物合わせて約２０００検体の検査を行

いました。これからも安全で安心できる農産物を提供

するため農業検査業務に努めていきたいと思います。

●（仮称）赤笹シャモについて 

 

 

 

 

 

 

 

●赤ねぎについて 

平田町農林課前田さんから説明をいただきました。 

江戸末期、北前船が酒田港を往来していた時、平田

町飛鳥の船着場に上方商人からねぎの種を伝えられ

たと言われます。このことから平田町では、赤ねぎの

特産化を図ろうと頑張っています。太いものでは４～５

ｃｍにもなります。味の特徴は生では辛く煮ると甘くな

ります。汁物に添えれば辛味と甘味を両方味わうこと

ができます。最近脚光を浴びるようになりました。関東

方面では川崎市場に若干出回っています。 

 

ーチンのメスの交雑鶏で、 

と

 

おいしい庄内 旬まるかじり隊 (NO.３) 

（対象：一般消費者）開催のお知らせ 

●日  時  

平成 16 年 11 月 9 日(火) 9:20～15:30(予定) 

●場  所  

集合場所：庄内総合支庁 

見学場所：庄内一円のほ場(事務局で用意したバス

で移動します) 

。 

●内  容 

今回の内容は。 

①平田町特産「赤ねぎ」の栽培見学 

②遊佐町特産「長芋」の収穫体験 

③伝統野菜「藤沢かぶ」の収穫加工体験 

④新技術に取り組む樹上脱渋庄内柿の収穫体験 

※受け入れ農家の事情や、当日の天候等により内

容を変更することがありますので、あらかじめご了承

願います

●参加負担金 

一人２,０００円 

●申込み方法 

別紙申込み用紙により郵送又はFAXで申し込みして

ください。申込みが多数の場合は、初参加の方を優

先した上で、申込み順とさせていただきます。参加の

可否は事前にお知らせします。 

●申込み締切り 

平成 16 年 11 月 4 日(木) 

 
総合支庁でも地産地消 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庄内地域地産地消推進サポーター交流

と地産地消情報提
期日 平成１６年１１月２１日（日）   時間 午

場所 東京第一ホテル鶴岡       会費 ８０

内容 ・知って得する一口講座 

・サポーターの地産地消情報交換 

参加申込 別紙により１１月１７日(水)【必着】まで

庄内地域地産地消推進本部 事務局：庄内総合支庁 農
総

地

は

き

は

は

和

産

た 

会【１１月２１日(日)

供のお願い 
前１１時３０分～午後１時３

０円（昼食代） 

庄内地域地産地消推進本部に

業振興課 園芸振興係 ☎023
合支庁で販売した

産地消弁当です。ご

んは本楯産はえぬ

・鮭照焼、はららご

遊佐産・舞茸天ぷら

朝日村産・菊のごま

えのもって菊は羽黒

、春菊は西郷産でし
農業研究研修センター鈴木

さんから説明をいただきまし

た。肉質はコクがあって歯ご

たえがあります。父鶏は赤

笹シャモのオスと名古屋コ
 

 

 

 
母鶏は横斑プリマスロック種です。この 3 種をうまく交

配させて開発しました。味に関してはうま味がある

いうのが特徴で、アミノ酸のなかのグルタミン酸（うま

味成分）が多くふくまれています。 
。 

】のご案内 

０分 

申し込みください。

5(66)2111（内 331） 



 

別紙 
庄内地域地産地消推進本部行き 【１１月１７日（水）必着厳守でお願いします】 
（ＦＡⅩ：０２３５－６６－２５３５） 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１１月２１日（日）のサ

お名前：                

 

 

住所(市町村名)又は所属(事業所)名： 

 

 

参加される方で、会場にお持ちいただける地産

生産物や加工品、我が家の地産地消料理、チラ

いません。 
お持ちいただける地産地消情報記入欄（１１

 
 
 
 
 

  

 

 

-------------------------------------------------------------------切り
 
庄内地域地産地消推進本部行き【締め切り１１
（ＦＡⅩ：０２３５－６６－２５３５） 
 

おいしい庄内旬まるか

 

お 名 前                 

 

 

郵便番号  

 

 

住 所  

 

 

電話番号  

 

 

連絡事項  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ポーター交流会参加申込書 

            （計   名） 

地消情報がございましたらご記入ください。 
シやパンフなど、地産地消情報であれば何でも構
 
 
 
 
 

月の交流会） 

取り線---------------------------------------------------------------------- 

月４日（木）】 

じり隊(NO.3)参加申込書 

           

 

 

 

 


